
　
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
民
法
上
の
組
合
契
約
と
組
合
財
産
の
構
造
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
寿
　
　
二

　
　
　
　
　
Ｉ

　
本
稿
は
、
民
法
上
の
組
合
の
構
造
を
、
財
団
、
社
団
と
の
類
型
的
な
対
比
の
中
に
お
い
て
み
よ
う
と
す
る
試
み
の
一
部
で
あ
る
。

民
法
上
の
組
合
は
、
社
団
に
至
ら
な
い
団
体
組
織
を
広
く
含
む
も
の
で
、
民
法
の
組
合
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
の
団
体
の
通

則
的
な
性
質
を
も
つ
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
性
質
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
は
、
右
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
通
説
か
ら

は
な
れ
て
、
む
し
ろ
、
ロ
ｌ
マ
法
に
近
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　
山
　
我
妻
栄
「
債
権
各
論
中
巻
二
（
民
法
講
義
気
）
七
七
七
頁
・
即
ち
、
特
別
法
な
い
し
ヽ
特
別
の
規
定
の
規
律
も
受
け
ず
、
ま
た
、
社
団
の

　
　
　
実
質
を
も
も
た
な
い
団
体
は
、
民
法
の
組
合
の
規
定
の
規
律
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
二
　
組
合
の
概
念

　
　
　
民
法
上
の
組
合
契
約
と
組
合
財
産
の
構
造
に
つ
い
て
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組
合
は
、
組
合
員
が
出
資
し
て
、
共
同
の
目
的
た
る
事
業
を
達
成
す
る
た
め
の
契
約
関
係
で
あ
る
（
民
六
六
七
）
。

　
０
組
合
は
契
約
関
係
で
あ
る
。
組
合
を
成
立
過
程
か
ら
み
て
、
ま
づ
契
約
と
し
て
の
組
合
契
約
が
あ
り
、
そ
の
効
果
と
し
て
、
「
団

体
」
と
し
て
の
組
合
が
形
成
さ
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
組
合
関
係
の
中
に
は
、
結
合
体
と
し
て
の
組
合
の
外
に
、
契

約
関
係
も
含
ま
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
広
く
み
て
契
約
関
係
と
し
て
取
扱
っ
て
い
く
。

　
組
合
契
約
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
人
的
結
合
体
は
、
当
事
者
が
の
ぞ
み
、
か
つ
、
例
え
ば
創
立
総
会
の
よ
う
に
一
定
の
手
続
を
ふ

め
ば
、
社
団
の
よ
う
な
組
合
と
異
質
の
団
体
の
形
成
も
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
行
わ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
組
合
契
約
に
よ
っ
て
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圓

成
さ
れ
る
人
的
結
合
体
は
、
や
は
り
、
組
合
契
約
と
同
質
な
契
約
関
係
、
即
ち
、
債
権
債
務
関
係
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
組
合
が
契
約
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
構
成
員
の
点
か
ら
み
る
と
、
二
人
で
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
現
実
の
組
合
は
、
必
ず
し
も
二
人
の
組
合
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
法
律
上
、
二
人
以
上
な
ら
組

合
員
数
に
制
限
は
な
い
。
し
か
し
、
契
約
関
係
と
し
て
の
組
合
の
原
型
は
二
人
で
あ
る
か
ら
、
組
合
理
論
も
二
人
組
合
を
解
答
で
き

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
困

　
㈹
組
合
は
、
組
合
員
の
共
同
目
的
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
契
約
関
係
で
あ
る
。
共
同
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
結
ば
れ
る
結
合
関

係
は
、
一
般
の
契
約
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
交
換
型
契
約
の
代
表
で
あ
る
と
さ
れ
る
売
買
で
も
、
当
事
者
問

は
、
互
に
自
己
の
目
的
を
達
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
、
や
は
り
共
同
の
目
的
を
も
ち
、
そ
の
目
的
を
遂
行
す
る
過
程
で
は
、
互
に
結

合
す
る
。
し
か
し
、
組
合
に
お
い
て
は
、
組
合
員
は
、
共
同
目
的
を
実
現
す
る
事
業
の
た
め
に
、
助
け
合
い
、
共
同
の
目
的
物
を

生
産
し
、
そ
の
生
産
物
を
組
合
員
に
分
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
目
的
を
達
し
よ
う
と
す
る
。

　
白
総
組
合
員
は
、
そ
の
出
資
し
た
組
合
財
産
を
、
団
体
的
に
支
配
す
る
。
組
合
員
の
出
資
に
よ
っ
て
組
成
さ
れ
る
組
合
財
産
は
、
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組
合
の
共
同
事
業
の
た
め
に
使
わ
れ
、
ま
た
、
組
合
の
債
務
の
目
的
物
に
な
る
。
こ
の
た
め
組
合
財
産
は
、
組
合
員
の
個
人
財
産
と

は
独
立
し
た
、
特
別
財
産
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
。
組
合
は
、
法
人
の
よ
う
に
、
財
産
権
の
主
体
た
り
得
な
い
か
ら
、
組
合
員
は
、
共

同
事
業
の
経
営
体
と
い
う
目
的
的
な
合
手
的
結
合
を
し
つ
つ
、
組
合
財
産
を
支
配
す
る
。
こ
の
た
め
、
組
合
は
あ
た
か
も
組
合
財
産

の
所
有
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
外
観
を
呈
す
る
が
、
組
合
財
産
の
終
局
の
持
主
は
各
組
合
員
で
あ
る
。
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三
　
組
合
契
約
の
構
造

　
組
合
が
組
合
契
約
に
よ
っ
て
生
成
す
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
Ｏ
ま
づ
、
契
約
の
原
則
を
み
よ
う
。
契
約
の
最
も
基
礎
的
な
原
型
は
、
申
込
者
と
承
諾
者
の
二
人
を
必
要
と
し
、
ま
た
、
そ
れ
で

足
り
る
。
だ
か
ら
、
組
合
の
構
造
理
論
中
の
契
約
関
係
は
、
二
人
の
当
事
者
の
問
題
と
し
て
解
明
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
契
約
の
当
事
者
は
人
格
者
と
し
て
独
立
を
保
持
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
契
約
に
よ
っ
て
自
ら
を
制
限
で
き
る
が
、
法
律
上
彼
の
意
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思
に
よ
ら
な
い
で
、
他
人
の
意
思
に
従
う
義
務
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
契
約
上
の
諸
活
動
で
は
、
全
員
一
致
が
原
則
で
あ
る
。
ま
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

契
約
自
由
の
原
則
は
、
組
合
契
約
に
於
て
も
当
然
に
行
わ
れ
る
。

　
一
↑
組
合
契
約
の
性
質
。
田
組
合
契
約
は
債
権
契
約
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
当
事
者
は
債
権
債
務
関
係
に
立
つ
。
た
だ
、
債
権
、
債

務
の
行
使
が
、
組
合
事
業
の
遂
行
と
い
う
目
的
的
な
制
約
下
に
あ
る
か
ら
、
各
組
合
員
の
権
利
行
使
が
、
単
独
・
自
由
に
行
使
し
得
る

と
は
限
ら
な
い
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、
一
組
合
員
の
出
資
が
、
そ
の
ま
ま
直
ち
に
他
の
組
合
員
の
も
の
に
な
る
筈
が
な
い
。
当
事
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卯

の
出
資
は
、
す
べ
て
一
応
は
、
共
同
事
業
の
経
営
と
い
う
統
一
目
的
の
た
め
に
、
組
合
財
産
に
集
中
さ
れ
る
。
組
合
契
約
の
本
質
が

契
約
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
争
が
あ
る
。
そ
の
苦
干
に
触
れ
る
。
⑤
　
契
約
説
、
⑥
組
合
契
約
は
双
務
契
約
で
あ
る
と
い
う
見

解
が
あ
る
。
例
え
ば
、
P
･
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
組
合
契
約
は
、
外
観
が
示
す
よ
う
に
、
双
契
契
約
で
あ
る
。
交
換
関
係
は
明
か

に
存
在
す
る
。
た
だ
、
双
務
契
約
に
関
す
る
一
般
規
定
は
、
債
権
者
と
債
務
者
の
存
在
を
前
提
と
す
る
。
組
合
が
二
人
の
組
合
員
で

構
成
さ
れ
る
と
き
に
の
み
双
務
関
係
が
あ
る
。
他
の
場
合
に
は
多
数
関
係
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
組
合
に
双
務
契
約
の
規
定
を

適
用
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
争
が
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
は
適
用
を
認
む
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
双
務
規
定
の
適
用
は
、
二

人
組
合
の
場
合
は
僅
か
な
例
外
と
共
に
、
ま
た
、
多
数
構
成
員
の
場
合
は
、
多
く
の
例
外
と
共
に
適
用
す
べ
ぎ
で
あ
る
、
と
い
い
、

又
、
同
書
、
三
七
四
頁
は
、
組
合
関
係
は
、
要
素
と
し
て
、
混
合
契
約
に
よ
っ
て
生
ず
る
包
括
的
関
係
に
存
立
す
る
。
組
合
の
主
た

る
集
団
は
、
組
合
類
似
の
契
約
、
即
ち
利
益
参
加
を
伴
う
双
務
契
約
を
形
成
す
る
、
と
い
う
。
他
J
.

E
s
s
e
ri
b
.
｡S
.
7
1
7
は
、

組
合
契
約
は
、
給
付
交
換
に
関
す
る
双
務
契
約
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
給
付
結
合
を
伴
う
共
同
契
約
で
あ
る
、
と
す
る
。
⑥
○
・

G
i
e
r
k
ei
b
.
｡S
.
　
８
２
９
に
よ
れ
ば
、
組
合
契
約
の
概
念
本
質
的
な
の
は
、
目
的
の
共
同
に
あ
り
と
し
、
こ
の
点
か
ら
、
組
合
契
約

が
他
の
債
権
契
約
か
ら
区
別
さ
れ
る
と
し
、
組
合
契
約
は
、
協
力
者
の
下
で
、
共
同
体
の
形
成
を
目
的
と
す
る
。
組
合
契
約
は
、
明
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か
に
、
組
合
員
の
債
権
法
的
義
務
を
相
互
に
、
根
抵
に
も
つ
。
組
合
員
は
、
共
同
体
の
形
成
と
維
持
に
、
互
に
協
力
す
る
債
務
を
負
う
。

組
合
員
は
債
権
者
と
し
て
、
同
僚
組
合
員
に
期
待
さ
れ
る
給
付
を
、
た
だ
、
自
ら
に
で
な
く
団
体
に
対
す
る
債
務
者
と
し
て
請
求
で
き

る
。
だ
か
ら
、
組
合
契
約
は
、
技
術
的
意
味
の
双
務
契
約
で
は
な
い
。
一
方
の
給
付
が
他
方
の
給
付
に
よ
ら
な
い
で
、
む
し
ろ
、
各

給
付
は
共
同
体
え
の
協
力
に
よ
っ
て
報
い
得
る
と
し
、
さ
ら
に
同
書
八
三
一
頁
は
、
そ
の
結
合
上
の
効
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
合

契
約
は
や
は
り
契
約
で
あ
る
。
け
だ
し
、
組
合
契
約
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
共
同
体
は
組
合
員
問
の
法
律
開
係
で
あ
る
か
ら
。

た
だ
し
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
組
合
契
約
は
、
純
粋
の
債
権
契
約
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
人
法
的
契
約
で
あ
る
。
組
合
契
約
が
生
ん
だ
共
同
体
は

合
手
的
団
体
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
人
法
的
同
体
で
あ
る
。
卯
さ
ら
に
E
n
n
e
c
c
e
r
u
s
-
L
e
h
m
a
n
n
l
b
.

S
.
７
２
３
に
よ
れ
ば
、
個
々

人
の
特
別
の
目
的
と
並
ん
で
、
多
数
人
の
協
力
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
共
同
目
的
が
あ
る
。
そ
れ
は
交
換
契
約
に
よ
っ
て
は
達

せ
ら
れ
な
い
。
交
換
契
約
に
よ
っ
て
、
当
事
者
は
、
相
方
立
す
る
利
益
の
担
い
手
と
し
て
方
立
し
、
彼
の
履
行
は
相
手
方
の
履
行
を

考
え
、
そ
れ
が
自
己
の
履
行
と
等
価
で
あ
る
よ
う
に
行
う
。
組
合
の
契
約
上
の
結
合
は
、
単
に
債
権
法
的
拘
束
を
招
来
す
る
の
み
な

ら
ず
。
個
々
の
組
合
員
は
、
ま
た
、
共
同
体
的
経
済
組
織
を
結
合
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
同
時
に
、
社
会
法
的
性
格
を
も
つ
。
そ
れ
ら

の
も
の
は
、
契
約
類
型
と
し
て
は
、
組
織
契
約
と
し
て
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑧
以
上
の
契
約
論
に
方
し
て
、
組
合
契
約
は
、
む
し
ろ
他
の
法
律
行
為
、
た
と
え
ば
、
単
独
行
為
ま
た
は
合
同
行
為
で
あ
る
、
と
す

る
。
⑥
組
合
契
約
は
、
団
体
形
成
行
為
で
あ
る
か
ら
、
相
対
立
す
る
当
軍
者
に
よ
っ
て
形
成
す
る
契
約
と
ち
が
っ
て
、
む
し
ろ
、
共

同
目
的
に
全
構
成
員
が
並
行
的
に
向
う
関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
合
契
約
と
言
わ
れ
る
る
も
の
の
実
質
は
、
契
約
で
は
な
く

て
合
同
行
為
と
い
わ
れ
る
法
律
行
為
で
あ
る
と
い
う
。
合
同
行
為
論
の
一
、
二
を
み
よ
う
。
組
合
契
約
が
契
約
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
必
然
性
は
な
い
、
た
だ
し
、
契
約
に
よ
っ
て
或
種
の
事
業
体
を
作
り
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
が
必
要
な
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場
合
も
あ
る
。
合
同
行
為
と
い
う
特
殊
の
類
型
を
認
め
る
利
益
は
、
こ
れ
に
契
約
の
規
定
、
殊
に
双
方
代
理
の
規
定
の
適
用
の
な
い

点
に
あ
る
。
合
同
行
為
は
、
組
合
員
の
共
通
利
益
の
た
め
に
、
給
付
を
結
合
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
意
思
表
示
で
、
こ
の
意
思
表

示
は
、
各
当
軍
者
に
と
っ
て
同
一
の
意
義
を
有
す
る
。
そ
し
て
、
組
合
契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
事
項
の
実
施
、
義
務
の
履
行
は
、

す
べ
て
全
組
合
員
に
共
通
事
項
と
し
て
意
義
を
有
し
、
各
組
合
員
の
個
人
的
事
項
で
は
な
く
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
組
合
契
約
た
る

行
為
合
同
は
、
社
団
設
立
行
為
と
ち
が
い
、
多
分
に
契
約
的
色
彩
を
も
つ
。
こ
の
色
彩
は
、
組
合
の
構
成
・
運
営
に
関
す
る
規
則
が

最
後
ま
で
各
組
合
員
の
意
思
に
か
か
り
、
か
つ
、
各
組
合
員
は
、
互
に
、
他
の
組
合
員
に
対
す
る
権
利
義
務
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い

る
と
い
う
意
味
に
於
て
で
あ
る
。
㈲
単
独
行
為
論
は
、
組
合
契
約
を
契
約
と
も
み
な
い
し
、
合
同
行
為
と
呼
ば
れ
る
法
律
行
為
を
認
め

る
必
要
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
い
う
と
こ
ろ
は
、
例
え
ば
組
合
契
約
は
、
法
律
行
為
の
成
立
過
程
を
標
準
と
す
る
契
約
で
は
、
単
独

行
為
や
契
約
と
同
一
次
元
で
対
立
し
得
る
法
律
行
為
で
は
な
く
、
単
な
る
合
同
意
思
と
も
言
う
べ
き
も
の
に
よ
っ
て
成
立
す
る
単
独

行
為
で
あ
る
と
す
る
が
如
き
で
あ
る
。

　
②
組
合
契
約
は
、
債
権
債
務
的
結
合
関
係
を
生
ぜ
し
め
る
。

　
⑤
債
権
契
約
と
し
て
の
組
合
契
約
か
ら
生
成
す
る
組
合
は
、
そ
の
内
容
は
債
権
債
務
的
結
合
関
係
で
あ
る
。
こ
の
結
合
関
係
は
、

組
合
契
約
の
目
的
が
共
同
事
業
を
営
む
こ
と
を
内
容
と
し
、
契
約
当
事
者
は
、
最
初
か
ら
一
団
と
な
っ
て
協
調
的
態
度
を
と
る
こ
と

が
必
然
的
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
軍
者
は
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
目
的
に
向
っ
て
結
合
さ
れ
、
こ
の
た
め
に
、

組
合
の
結
合
関
係
は
、
或
程
度
の
団
体
性
を
与
え
ら
れ
今
⑥
組
合
契
約
に
よ
り
、
当
事
者
間
に
債
権
債
務
関
係
が
発
生
す
る
結

果
、
当
事
者
は
債
務
の
内
容
に
従
っ
た
履
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
出
資
の
義
務
・
組
合
の
目
的
た
る
事
業
に
協
方

の
義
務
、
組
合
財
産
維
持
の
義
務
の
如
き
。
債
務
の
履
行
の
相
手
方
は
、
他
の
組
合
員
で
あ
る
。
た
だ
し
、
組
合
に
業
務
執
行
者
が
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あ
れ
ば
、
こ
の
者
に
対
し
て
行
え
ば
い
い
。
ま
た
、
債
務
の
履
行
の
請
求
は
、
業
務
執
行
者
が
あ
れ
ば
こ
の
者
、
な
け
れ
ば
、
他
の

組
合
員
が
行
う
。
た
だ
、
右
の
債
権
債
務
の
履
行
も
、
組
合
の
目
的
た
る
事
業
の
遂
行
お
よ
び
組
合
外
の
第
三
者
保
護
の
た
め
、
若

干
の
制
限
を
う
け
る
こ
と
は
既
に
触
れ
た
。

　
朗
組
合
員
は
、
組
合
を
形
成
し
た
後
も
、
そ
の
組
合
に
関
し
、
自
由
に
、
新
な
組
合
契
約
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、

組
合
規
約
に
定
め
て
な
く
て
も
、
組
合
員
全
員
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
組
合
規
約
の
変
更
も
で
き
る
。

　
ｍ
組
合
契
約
の
目
的
は
、
組
合
員
の
共
同
目
的
を
行
う
に
あ
る
か
ら
、
純
粋
な
交
換
契
約
型
の
事
項
を
規
定
す
る
民
法
の
契
約
総

則
の
規
定
は
、
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
白
組
合
が
債
権
債
務
的
結
合
体
で
あ
る
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
組
合
は
団
体
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
現
在
、
通
説

で
あ
る
。
若
干
の
見
解
を
み
よ
う
。
（
仰
組
合
の
団
体
組
織
は
、
構
成
員
問
の
権
利
義
務
と
し
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、
あ
る
意
味
で

は
契
約
的
色
彩
を
も
つ
。
組
合
は
構
成
員
た
る
個
人
が
な
お
独
立
の
存
在
を
有
し
、
た
だ
、
共
同
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

限
度
で
統
制
さ
れ
、
そ
こ
に
団
体
性
を
取
得
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
組
合
で
は
、
各
組
員
自
身
に
よ
り
、
又
は
全
員
か
ら
代

理
権
を
与
え
ら
れ
た
者
に
よ
っ
て
行
動
し
、
そ
の
法
律
効
果
は
各
組
合
員
に
帰
し
、
又
、
組
合
員
は
各
自
、
組
合
の
運
営
に
参
画
で

き
る
。
業
務
執
行
に
つ
い
て
意
見
の
合
わ
な
い
と
き
は
、
多
数
決
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
最
少
限
度
に
止
め
ら
れ
る
。

又
、
組
合
で
は
資
産
は
各
自
の
所
有
で
あ
っ
て
、
た
だ
、
団
体
的
拘
束
を
受
け
る
に
過
ぎ
ず
、
又
、
負
債
は
各
自
の
負
債
で
あ
り
、

組
合
員
と
し
て
有
す
る
財
産
の
外
に
、
各
自
の
財
産
に
よ
っ
て
も
責
任
を
負
う
。
⑥
組
合
が
団
体
と
し
て
に
な
う
性
格
は
、
必
然
的

に
、
そ
れ
が
成
立
す
る
過
程
か
ら
生
れ
る
。
組
合
契
約
は
、
個
人
と
個
人
と
が
、
い
わ
ば
対
立
す
る
方
向
に
交
換
す
る
多
数
の
意
思

表
示
の
合
致
に
よ
っ
て
生
ず
る
。
い
わ
ば
横
の
関
係
に
つ
な
が
る
。
組
合
は
団
体
と
し
て
は
、
組
織
は
分
散
的
で
、
団
体
と
し
て
の
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排
他
的
性
格
を
も
つ
。
組
合
は
馳
緩
し
た
形
態
に
お
け
る
団
体
で
あ

る

。
又
、
組
合
契
約
は
、
個
人
的
立
場
を
超
え
て
、
全
一
体
と
し
て

組
織
さ
れ
る
団
体
の
立
場
に
重
点
が
お
か
れ
る
。
但
し
、
個
人
的
立
場
が
全
く
没
却
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
。
⑥
組
合
は
、
構

成
員
の
個
人
的
結
合
と
し
て
存
在
す
る
、
個
人
性
の
強
い
団
体
で
あ
る
。
組
合
は
、
各
組
合
員
相
互
に
出
資
の
債
務
を
負
担
せ
し
め

る
契
約
で
あ
り
、
有
償
、
双
務
契
約
で
あ
る
。
双
務
契
約
で
は
あ
る
が
、
同
時
履
行
の
抗
弁
は
で
き
な
い
し
、
一
組
合
員
の
出
資
債

務
不
履
行
は
そ
の
者
の
脱
退
を
来
す
の
み
。
涯
ド
イ
ッ
の
近
時
の
組
合
団
体
論
に
な
る
と
、
団
体
的
性
格
が
濃
く
な
る
。
こ
れ
は
、

ゲ
ル
マ
ン
法
に
負
う
と
こ
ろ
の
歴
史
的
展
開
の
た
ま
も
の
で
あ
ろ
う
か
・
〇
ﾞ
G
'
e
r
弧
は
組
合
契
約
に
よ
っ
て
成
立
し
た
合
手
的
団

体
は
人
法
的
団
体
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
合
手
的
団
体
は
債
務
関
係
の
観
念
に
よ
ら
ず
、
む
し
ろ
、
合
手
的
関
係
に
起
因
し
、

か
つ
、
そ
れ
に
関
係
あ
る
債
務
関
係
の
内
容
や
形
式
が
決
定
す
る
。
合
手
的
団
体
の
人
法
的
結
合
に
よ
っ
て
、
組
合
員
は
、
内
部
お

よ
び
外
部
か
ら
、
強
方
な
ま
た
は
弱
い
有
効
な
契
約
上
の
刻
印
を
取
払
っ
た
人
的
単
一
体
を
形
成
す
る
、
と
し
、
さ
ら
に
、
組
合

員
は
、
外
部
に
従
っ
て
単
一
的
取
引
能
力
あ
る
共
同
体
を
形
成
す
る
。
民
法
上
の
組
合
は
、
恒
常
的
な
人
的
単
一
性
を
法
律
上
の
承

認
で
も
っ
て
示
す
と
こ
ろ
の
名
前
、
あ
た
か
も
商
事
会
社
の
商
号
に
お
け
る
よ
う
に
、
権
利
を
取
得
し
、
義
務
を
履
行
し
、
訴
訟
を

お
こ
し
、
お
こ
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
の
名
前
を
欠
く
。
組
合
が
一
定
の
名
前
を
持
っ
て
い
る
場
合
に
、
組
合
と
し
て
或
は
個
人
と
し

て
取
引
し
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
疑
に
対
し
て
は
、
’
た
だ
、
慣
例
的
に
、
事
実
上
重
要
性
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
第
三

者
に
対
し
て
は
、
効
果
的
な
人
的
単
一
性
が
妥
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
組
合
は
、
単
に
組
合
員
が
組
合
業
務
を
共
同
に
行
う
場

合
の
み
な
ら
ず
、
組
合
員
が
共
同
体
の
た
め
に
、
組
合
の
代
理
権
に
よ
っ
て
活
動
す
る
と
き
に
も
ま
た
、
確
証
す
る
と
い
う
。

K
.

L
a
r
e
n
z
:

L
e
h
l
g
h
d
e
s

S
c
h
s
l
d
r
e
c
h
t
s
　
１
１
.
　
　
Ｂ
ｄ
.
　
　
１
９
５
９
｡
　
　
Ｓ
.
　
２
３
９
　
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
七
〇
五
条
の
概
念
規
定
に
は
、
組
合

に
双
務
関
係
、
債
務
関
係
が
問
題
に
な
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
れ
は
正
当
で
は
な
い
。
組
合
員
が
共
同
目
的
を
き
め
て
、
そ
の
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協
力
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
互
の
給
付
義
務
以
上
の
意
味
を
も
つ
。
同
時
に
、
そ
の
業
務
は
個
々
の
組
合
員
の

業
務
に
か
ぎ
ら
ず
、
全
員
の
共
同
業
務
で
あ
る
。
共
同
業
務
は
共
同
体
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
組
合
が
組
合
員
問
の

債
務
関
係
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
組
織
上
、
最
少
の
団
体
と
し
て
要
求
さ
れ
、
か
つ
、
組
織
さ
れ
た
全
体
と
し
て
、
そ
れ

ら
か
ら
個
々
の
構
成
員
が
区
別
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
社
会
法
的
に
結
合
さ
れ
た
人
間
団
体
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
組
合
の
債
務
法
お
よ
び
社
会
法
的
要
素
の
内
部
的
結
合
は
、
各
組
合
員
の
義
務
に
お
い
て
、
共
同
業
務
の
達
成
・
実
行
に
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

し
て
組
合
の
制
約
と
し
て
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
民
法
上
の
組
合
に
お
け
る
各
構
成
員
の
意
思
は
、
社
団
や
権
利
能
力
を
も
つ
結
合

体
に
お
け
る
よ
う
に
、
共
同
意
思
か
ら
、
あ
ま
り
遠
く
に
、
隔
離
さ
れ
て
は
い
な
い
。
組
合
は
原
則
的
に
、
こ
れ
ら
構
成
員
の
下
に

の
み
成
立
し
、
構
成
員
中
の
個
々
人
が
変
更
し
て
も
、
永
続
的
・
社
会
的
活
動
単
位
と
し
て
存
立
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
考
え
て

い
な
い
。
組
合
員
は
全
く
組
合
契
約
に
よ
っ
て
封
じ
こ
め
ら
れ
、
彼
の
意
思
と
合
致
す
る
よ
う
に
変
更
で
き
る
組
合
契
約
に
義
務
づ

け
ら
れ
る
。
ま
た
、
社
団
が
、
そ
の
意
思
を
述
べ
か
つ
実
行
し
、
そ
れ
を
代
表
す
る
と
こ
ろ
の
「
機
関
」
を
形
成
す
る
の
に
反
し
、

組
合
は
、
た
だ
、
共
同
事
務
の
世
話
を
す
る
業
務
執
行
者
の
み
を
知
る
。
た
だ
し
、
業
務
執
行
者
に
は
、
権
利
能
力
な
き
社
団
の
理

事
団
の
よ
う
な
地
位
を
与
え
ら
れ
る
。
又
、
}
･
m
s
∽
e
り
F
･
∽
・
コ
ｏ
は
、
目
的
に
適
っ
た
人
的
結
合
体
は
、
個
々
の
組
合
員
の
債

権
法
的
結
合
を
強
調
し
、
ま
た
、
組
合
規
約
に
よ
り
、
不
特
定
な
或
は
交
替
す
る
構
成
員
団
体
を
、
団
体
的
秩
序
に
し
た
が
い
、
或

は
ゆ
る
く
或
は
強
く
、
個
々
的
に
ま
た
は
集
団
的
に
組
織
し
得
る
。
社
団
に
比
べ
て
組
合
は
、
団
体
的
に
組
織
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し

ろ
、
団
体
規
約
を
断
念
し
て
個
人
的
に
結
合
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
組
合
が
、
こ
と
を
債
権
的
拘
束
で
済
ま
し
て
、
何
ら
人
的
組
織

を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
人
的
お
よ
び
殆
ん
ど
財
産
的
集
合
体
で
あ
る
と
こ
ろ
の
組
合
も
、
単
一
の
行
為
を
必
要
と

す
る
、
と
い
う
。
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畑
組
合
は
そ
の
事
業
を
組
織
的
・
合
理
的
に
行
う
た
め
に
組
合
規
約
を
作
る
場
合
が
多
い
。
組
合
規
約
は
、
広
義
で
は
、
組
合
契

約
は
も
ち
ろ
ん
、
法
律
の
規
定
も
含
ま
れ
る
。
狭
義
で
は
、
特
に
組
合
規
約
と
し
て
制
定
し
た
組
合
契
約
、
ま
た
組
合
契
約
に
基
礎

を
お
く
組
合
の
規
範
を
指
す
。
組
合
規
約
の
制
定
の
変
更
・
廃
止
は
全
組
合
員
の
一
致
を
必
要
と
す
る
。
組
合
規
約
に
定
め
て
な
く

て
も
、
全
組
合
員
の
一
致
に
よ
っ
て
、
組
合
の
意
思
が
形
成
で
き
る
。
組
合
規
約
は
、
口
頭
、
文
書
、
何
れ
の
形
式
で
も
い
い
。
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四
　
組
合
財
産
の
構
造

　
組
合
財
産
は
総
組
合
員
の
共
有
に
属
し
、
そ
の
主
た
る
機
能
は
組
合
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
経
営
資
本
で
あ
る
。

　
日
組
合
財
産
は
、
各
組
合
員
の
出
資
、
組
合
事
業
・
組
合
財
産
か
ら
の
収
入
な
ど
で
組
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ま
た
、
動
産
、
不

動
、
債
権
、
債
務
そ
の
他
の
物
ま
た
権
利
を
含
む
。
①
組
合
員
の
出
資
は
積
極
財
産
に
限
る
。
組
合
員
の
出
資
義
務
は
、
実
際
上
は

組
合
に
対
す
る
債
務
と
考
え
ら
れ
、
出
資
の
相
手
方
は
、
業
務
執
行
者
が
あ
る
と
き
は
そ
の
者
に
対
し
て
行
わ
れ
、
な
い
と
き
は
出

資
請
求
権
を
も
つ
組
合
員
に
方
し
て
行
う
。
出
資
は
、
法
律
上
は
他
の
組
合
員
に
方
し
て
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
対
価
的
意
義
を
も

つ
か
ど
う
か
は
争
が
あ
る
。
②
事
業
収
入
ま
た
は
財
産
収
入
は
、
終
局
的
に
は
各
組
合
員
に
帰
属
す
る
が
、
事
業
経
営
中
は
、
経
営

共
同
体
と
し
て
の
組
合
団
体
に
帰
属
す
る
。

　
㈹
⑤
組
合
財
産
は
組
合
事
業
の
経
営
資
本
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
機
能
の
面
か
ら
み
る
と
目
的
財
産
で
あ
る
と
共
に
、
そ
れ
は
個
々

の
物
や
権
利
の
機
能
的
な
集
合
体
で
あ
る
か
ら
、
包
括
財
産
で
あ
り
、
ま
た
、
組
合
員
の
個
人
財
産
と
は
独
立
し
た
特
別
財
産
で
あ

る
。
こ
の
目
的
財
産
と
し
て
の
組
合
財
産
の
性
質
は
、
⑨
組
合
財
産
の
構
成
要
素
と
し
て
の
個
々
的
な
目
的
物
が
包
含
さ
れ
、
こ
の

構
成
要
素
の
交
替
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
変
の
統
一
性
が
形
成
さ
れ
る
。
面
組
合
財
産
は
、
そ
の
終
局
の
持
分
者
即
ち
組
合
員
の
個

人
財
産
か
ら
区
別
さ
れ
る
一
の
特
別
財
産
を
形
成
す
る
。
こ
の
組
合
財
産
も
組
合
事
業
が
終
り
、
組
合
が
解
体
さ
れ
る
と
個
々
の
個

別
財
産
に
分
解
さ
れ
、
や
が
て
各
組
合
員
の
個
人
財
産
に
帰
属
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
組
合
財
産
が
目
的
財
産
性
ま
た
は
特
別
財

産
性
を
も
つ
理
由
を
、
組
合
財
産
の
所
有
形
態
か
ら
み
て
、
組
合
財
産
は
組
合
員
の
単
な
る
共
有
関
係
と
ち
が
っ
た
特
殊
性
、
即

ち
全
組
合
員
の
共
同
所
有
と
さ
れ
、
組
合
債
務
は
全
組
合
員
の
債
務
と
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
組
合
の
資
産
と
組
合
員
に
方
す
る
帰
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属
関
係
は
、
団
体
の
存
在
に
か
か
わ
ら
ず
遮
断
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
組
合
資
産
は
全
組
合
員
の
合
有
と
さ
れ
、
組
合
債
務

は
、
多
数
債
務
者
の
関
係
で
は
な
く
、
債
務
の
合
有
的
帰
属
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
組
合
財
産
は
、
合
手
的
な
団
体
と
し
て
の
全
組
合

員
に
帰
属
す
る
か
ら
、
組
合
員
の
個
人
財
産
と
は
別
個
、
独
立
の
特
別
財
産
と
な
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
財
産
た
る
組

合
財
産
も
、
あ
る
見
解
に
よ
れ
ば
、
法
律
上
の
存
在
と
し
て
認
め
得
る
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
組
合
財
産
を
主
体
問
の
結
合
の

反
映
と
み
れ
ば
、
当
然
に
、
全
体
と
し
て
の
一
体
性
を
認
む
べ
き
で
あ
る
。
組
合
は
、
一
定
の
程
度
に
お
い
て
、
団
体
と
し
て
の
存

在
を
示
す
複
合
体
で
あ
る
か
ら
、
組
合
財
産
も
こ
れ
を
反
映
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
１
組
合
財
産
は
、
機
能
上
、
統
一
体
と
し
て

一
の
目
的
財
産
を
形
成
す
る
が
、
法
律
上
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
個
々
の
個
別
財
産
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、

組
合
財
産
に
対
す
る
物
権
的
取
扱
を
う
け
る
と
か
、
組
合
債
権
者
は
、
組
合
債
務
に
つ
い
で
各
組
合
員
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
額
に
応

じ
た
請
求
が
で
き
る
と
か
、
組
合
の
可
分
債
権
は
組
合
員
に
分
割
さ
れ
る
な
ど
で
あ
る
。

　
白
組
合
財
産
の
支
配
形
態
を
み
よ
う
。
組
合
は
、
組
合
員
の
個
性
の
強
い
契
約
関
係
で
あ
る
が
、
他
方
、
共
同
事
業
遂
行
と
第
三

者
保
護
の
必
要
上
、
組
合
財
産
に
方
す
る
組
合
員
の
支
配
関
係
も
、
一
般
の
共
有
関
係
と
ち
が
っ
た
性
質
を
も
つ
。

　
⑤
近
代
法
の
一
般
の
共
有
は
、
共
有
者
が
共
有
財
産
に
対
し
て
管
理
共
同
体
を
作
り
、
共
有
物
の
変
更
以
外
、
管
理
に
つ
い
て
は

多
数
決
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
、
共
有
者
全
員
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
管
理
以
外
の
行
為
も
で
き
る
。
ま
た
、
共
有
者
は
、
共
有

物
の
持
分
分
割
請
求
も
持
分
処
分
も
自
由
に
で
き
る
。
共
有
は
、
た
ま
た
ま
共
有
物
が
同
一
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
お
き
る
共

有
者
問
の
制
約
以
外
に
は
、
各
人
は
皆
、
単
独
の
所
有
者
の
よ
う
な
地
位
に
あ
る
。

　
⑧
し
か
る
に
、
組
合
員
は
、
単
に
組
合
財
産
を
静
的
に
共
有
す
る
と
い
う
関
係
だ
け
で
は
な
い
。
民
法
（
六
六
八
）
の
「
総
組
合

員
ノ
共
有
」
の
意
味
は
、
共
有
者
た
る
総
組
合
員
が
共
同
目
的
遂
行
と
い
う
目
的
的
結
合
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
成
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立
す
る
特
殊
の
共
同
所
有
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
般
に
合
有
（
広
く
言
え
ば
総
有
）
と
言
い
、
こ
れ
は
、
組
合
財
産
が
組
合
員
と
し

て
結
合
状
態
に
あ
る
全
組
合
員
に
共
同
的
に
帰
属
し
、
全
組
合
員
の
集
合
的
意
思
に
服
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
以
下
、
合
有
の
性
質
に
触
れ
る
。
③
我
国
の
合
有
論
に
よ
れ
ば
、
組
合
財
産
の
共
有
は
、
共
同
目
的
の
た
め
に
成
立
し
た
人
的
結

合
に
基
づ
く
共
同
新
有
関
係
で
あ
っ
て
、
共
有
者
問
に
結
合
が
な
く
、
単
に
目
的
物
の
分
割
の
あ
る
ま
で
一
時
的
に
成
立
す
る
共
有

関
係
と
は
ち
が
う
・
こ
の
組
合
財
産
は
、
持
分
処
分
の
制
限
や
、
持
分
分
割
請
求
の
禁
止
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
共
有
の
本
質
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

欠
く
制
限
を
も
つ
も
の
は
、
共
有
と
ち
が
っ
て
合
有
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
合
有
は
共
同
主
体
問
に
共
同
目
的
あ
る
場
合
に
生
ず

る
団
体
的
所
有
の
一
類
型
で
、
共
同
目
的
の
存
続
す
る
限
り
、
持
分
は
潜
在
的
と
な
り
、
組
合
財
産
の
債
権
債
務
は
合
有
的
債
権
債

務
関
係
に
な
る
。
合
有
に
於
て
は
共
同
所
有
者
問
に
主
観
的
結
合
が
あ
り
、
共
同
所
有
者
は
合
手
的
共
同
体
を
構
成
す
る
。
合
手
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

共
同
体
は
、
構
成
員
が
ば
ら
ば
ら
の
ま
ま
権
利
主
体
に
な
る
の
で
は
な
く
、
全
員
が
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
主
体
に
な
る
と
考
え
る
。

⑩
ド
イ
ッ
に
お
け
る
組
合
財
産
合
有
論
は
、
沿
革
上
か
ら
も
法
律
の
規
定
上
か
ら
も
、
組
合
の
団
体
結
合
性
を
強
調
す
る
こ
と
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

我
国
の
組
合
財
産
合
有
論
と
若
干
ち
が
う
。
そ
の
一
、
二
の
所
説
を
み
よ
う
。
例
え
ば
｝
･
9
s
e
「
は
、
組
合
財
産
は
、
組
合
員
の

総
手
的
財
産
と
し
て
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
性
質
は
、
客
観
的
な
特
別
財
産
と
し
て
存
在
し
、
合
手
的
組
合
に
帰
属
す
る
。
そ
れ
は
単

に
経
済
的
の
み
な
ら
ず
、
法
律
的
に
閉
鎖
さ
れ
た
、
そ
し
て
保
護
さ
れ
た
特
別
財
産
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
組
合
員
か
ら
そ
の
単

独
処
分
を
禁
止
し
、
組
合
解
散
前
の
分
割
請
求
を
禁
止
し
、
持
分
の
不
可
譲
性
は
合
手
的
に
の
み
処
分
で
き
る
と
し
、
ま
た
図
n
n
‘

e
c
c
e
r
u
s
―
L
e
h
m
Q
引
は
、
組
合
財
産
は
、
一
の
観
念
上
の
法
主
体
に
所
属
し
な
い
で
、
組
合
員
に
所
属
す
る
。
し
か
し
、
各
組

会
員
は
、
ロ
ー
マ
法
の
よ
う
に
自
主
的
権
利
か
ら
分
離
し
た
部
分
権
T
e
i
l
r
e
c
h
t
を
少
し
も
持
た
な
い
。
組
合
財
産
お
よ
び
、
そ

れ
に
所
属
す
る
個
々
の
権
利
は
、
全
組
合
員
に
共
同
に
所
属
す
る
。
組
合
財
産
お
よ
び
各
目
的
物
を
支
配
す
る
意
思
は
、
全
組
合
員
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の
統
一
意
思
で
あ
る
。
法
律
が
個
々
人
の
「
持
分
」
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
そ
れ
は
、
こ
の
共
同
支
配
に
対
す
る
協
力
に
お
い
て
の

み
意
味
が
あ
る
。
個
々
人
の
持
分
は
ま
だ
計
算
的
に
決
定
さ
れ
て
い
な
い
、
と
。

　
⑥
組
合
債
権
の
合
有
に
つ
い
て
み
よ
う
。
組
合
財
産
が
総
組
合
員
に
合
有
的
に
帰
属
す
る
こ
と
か
ら
、
各
組
合
員
は
、
債
権
の
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

額
に
つ
い
て
、
割
合
的
、
潜
在
的
持
分
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、
債
権
が
可
分
債
権
で
も
、
組
合
員
は
分
割
さ

れ
た
債
権
を
有
す
る
の
で
は
な
く
て
、
債
権
全
額
に
対
す
る
計
算
上
の
持
分
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
債
権
の
取
立
・
処
分
も
、
各
組

合
員
が
合
手
的
に
の
み
課
し
得
、
取
立
て
た
も
の
も
ま
た
合
有
財
産
に
な
る
。
ま
た
、
組
合
の
債
務
者
は
、
そ
の
債
務
と
組
合
員
に

対
す
る
債
権
と
で
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
民
六
六
七
）
。
組
合
の
こ
の
債
権
も
、
各
組
合
員
個
人
の
財
産
と
は
区
別
さ
る
べ
き

も
の
で
、
組
合
目
的
の
た
め
の
総
組
合
員
に
合
有
的
に
帰
属
す
る
。
こ
の
相
殺
禁
止
に
よ
っ
て
組
合
財
産
の
減
少
を
さ
け
よ
う
と
す

る
。
組
合
員
の
出
資
義
務
不
履
行
ま
た
は
組
合
財
産
に
対
す
る
第
三
者
の
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
場
合
も
、
一
般
債

権
と
同
じ
に
取
扱
う
。
従
っ
て
、
業
務
執
行
者
は
、
総
組
合
員
の
た
め
に
請
求
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

　
E
n
n
e
c
c
e
r
u
s
―
L
e
h
m
a
n
n
　
に
よ
れ
ば
、
組
合
債
権
は
、
組
合
員
に
、
総
手
的
結
合
に
お
い
て
所
属
す
る
。
例
え
ば
、
所
有
権

そ
の
他
の
物
権
は
も
ち
ろ
ん
、
債
権
に
つ
い
て
も
、
各
組
合
員
は
、
組
合
債
権
に
お
け
る
彼
の
持
分
に
つ
い
て
、
支
払
の
引
受
、
相

殺
ま
た
は
そ
の
他
の
法
律
行
為
に
よ
っ
て
も
、
間
接
的
に
訴
訟
に
よ
っ
て
も
処
分
し
得
な
い
。
同
様
に
、
組
合
債
務
者
は
、
組
合
員

に
対
し
個
別
的
に
有
す
る
債
権
を
も
っ
て
、
相
殺
し
得
な
い
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
七
一
九
Ⅱ
）
。
ま
た
、
占
有
訴
権
は
、
組
合
に
属
す
る
限
り
、

当
然
に
、
個
々
の
組
合
員
に
許
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
、
財
産
保
護
も
ま
た
、
全
部
ま
た
は
一
部
、
他
の
組
合
員
の
た
め

に
占
有
す
る
と
こ
ろ
の
組
合
員
に
持
続
さ
れ
る
、
と
い
う
。

　
⑩
組
合
・
債
務
の
合
有
。
組
合
債
務
は
、
終
局
的
に
は
組
合
員
が
、
分
割
分
を
計
算
的
割
合
に
お
い
て
無
限
責
任
を
負
う
が
、
実
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際
は
、
組
合
財
産
と
組
合
員
の
個
人
財
産
が
並
ん
で
引
当
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
か
。
か
く
て
、
組
合
債
務
も
合
有
的
に
総
組
合

員
に
帰
属
す
る
。
組
合
債
務
に
つ
い
て
も
、
組
合
債
権
の
場
合
と
同
様
、
共
有
説
と
合
有
説
が
あ
る
。
合
有
説
に
よ
れ
ば
、
債
務
が

可
分
給
付
の
場
合
に
も
数
学
的
に
分
割
さ
れ
ず
、
全
額
と
し
て
総
組
合
員
に
帰
属
し
、
組
合
財
産
を
引
当
と
す
る
個
人
的
責
任
を
負

担
し
、
両
者
は
併
存
的
で
あ
る
と
す
る
。

　
面
組
合
員
の
持
分
に
つ
い
み
よ
う
。
組
合
財
産
に
対
す
る
組
合
員
の
持
分
は
、
一
方
に
は
合
有
権
者
と
し
て
の
権
利
で
あ
る
と
共

に
、
そ
の
実
質
は
、
組
合
員
と
し
て
の
地
位
と
も
み
ら
れ
る
。
組
合
員
の
持
分
を
、
そ
の
組
合
財
産
に
対
す
る
権
利
と
組
合
員
と
し

て
の
地
位
と
不
可
分
の
も
の
と
し
て
把
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
通
常
の
共
有
持
分
と
ち
が
う
。
持
分
が
組
合
員
の
地
位
と
分
離

し
が
た
い
と
こ
ろ
か
ら
、
組
合
員
は
、
組
合
に
加
入
し
た
り
脱
退
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
持
分
を
得
喪
す
る
。
ま
た
、
他
の
組
合
員
全

員
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
持
分
の
譲
渡
も
相
続
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
特
に
も
っ
ぱ
ら
利
益
分
配
に
意
味
を
も
つ
組
合
の
持
分
は
、
組

合
規
約
に
定
め
て
あ
れ
ば
、
一
般
に
譲
渡
性
が
認
め
ら
れ
て
差
支
え
な
い
。
組
合
員
と
し
て
の
地
位
と
分
離
し
て
、
財
産
上
の
持
分

権
だ
け
を
、
他
の
全
組
合
員
の
同
意
の
な
い
限
り
、
譲
渡
・
質
入
な
ど
で
き
な
い
。

　
○
･
G
i
r
尹
∽
・
８
３
４
は
、
持
分
の
性
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
持
分
の
直
接
の
客
体
は
、
全
体
と
し
て
の
財
産

で
あ
る
。
全
体
に
お
け
る
持
分
は
、
分
割
請
求
権
も
処
分
も
差
押
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
組
合
財
産
の
特
別
法
的
内
容
は
、
組
合

結
合
体
の
解
体
に
よ
っ
て
、
財
産
分
割
の
結
果
と
し
て
、
個
々
の
組
合
員
に
帰
属
す
る
と
こ
ろ
の
、
持
分
に
関
す
る
期
待
権
的
請
求

権
に
一
切
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
組
合
関
係
の
存
続
中
は
、
他
の
組
合
員
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
効
力
を
生
じ
な
い
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ

に
よ
れ
ば
、
全
体
に
お
け
る
持
分
に
は
、
そ
の
時
々
に
所
属
す
る
個
々
の
目
的
物
の
持
分
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
持
分
は
、
処
分
も
差

押
も
禁
ぜ
ら
れ
る
。
要
す
る
に
持
分
は
、
組
合
解
散
の
場
合
に
お
い
て
の
み
各
組
合
員
に
帰
属
し
得
る
。
そ
の
時
、
持
分
は
団
体
的
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に
存
続
し
た
目
的
物
の
分
割
分
に
な
る
。
組
合
財
産
が
存
続
す
る
か
ぎ
り
、
持
分
に
は
、
組
合
結
合
体
の
解
体
の
場
合
に
、
個
々
の

目
的
物
に
対
す
る
期
特
権
的
請
求
権
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
団
体
的
物
K
-
ぃ
r
p
e
r
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
n

S
a
c
h
e
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る

物
そ
の
他
の
抽
象
的
権
利
は
、
合
手
と
し
て
、
分
割
な
く
持
分
権
者
に
帰
属
す
る
。
債
権
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。

　
次
に
、
持
分
分
割
禁
止
と
持
分
処
分
の
制
限
に
つ
い
て
少
し
触
れ
よ
う
。
⑧
民
法
（
六
七
六
瓦
）
は
、
清
算
前
の
持
分
分
割
を
禁

じ
て
い
る
。
法
律
が
こ
の
よ
う
に
、
持
分
の
通
則
に
反
し
て
禁
止
す
る
の
は
、
組
合
財
産
の
維
持
と
組
合
債
権
者
の
保
護
の
た
め
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
組
合
が
解
散
さ
れ
、
従
来
の
目
的
た
る
事
業
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
清
算
が
結
了
す
れ
ば
、
も
は
や
組
合
員

の
持
分
権
は
通
常
の
も
の
に
還
り
、
分
割
請
求
が
で
き
る
。
面
法
律
（
民
六
七
六
Ｉ
）
に
よ
れ
ば
、
組
合
員
が
組
合
財
産
の
持
分
を

処
分
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
は
い
な
い
が
、
た
だ
、
こ
の
処
分
を
も
っ
て
、
組
合
や
組
合
と
取
引
し
た
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
し

た
。
こ
の
結
果
、
組
合
や
右
の
第
三
者
は
、
そ
の
処
分
を
否
認
し
て
、
各
自
の
財
産
の
維
持
や
保
護
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
右
の
持
分
処
分
は
、
組
合
員
の
個
々
の
財
産
上
の
持
分
に
関
し
、
か
つ
組
合
員
の
地
位
と
分
離
し
た
場
合
に
で
き
る
の
で
あ
っ

て
、
処
分
の
結
果
組
合
員
の
地
位
の
変
動
を
伴
う
持
分
と
が
、
利
益
配
当
請
求
権
の
基
本
権
の
よ
う
な
、
組
合
員
の
身
分
と
結
合
し

た
持
分
に
は
、
右
の
規
定
は
援
用
で
き
な
い
。
身
分
と
結
合
し
た
持
分
を
処
分
す
る
に
は
、
組
合
員
の
地
位
を
退
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
全
組
合
員
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
組
合
と
取
引
し
た
第
三
者
に
は
対
抗
で
き
な
い
が
、
組
合
に
は
差
支
え
な
い
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

た
、
全
組
合
員
の
同
意
の
な
い
処
分
は
、
単
に
当
事
者
問
の
債
権
的
効
力
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
持
分
の
処
分
は
、
組
合
員

の
地
位
の
承
継
を
介
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
地
位
の
承
継
は
、
総
組
合
員
の
同
意
に
よ
り
、
そ
の
者
の
組
合
財
産
に
対
す
る
一

切
の
持
分
権
の
移
転
と
共
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
組
合
に
も
組
合
と
取
引
し
た
第
三
者
に
も
対
抗
で
き
る
。
組
合
財
産
に

所
属
す
る
個
々
の
財
産
に
つ
き
ヽ
各
組
合
員
は
、
彼
ら
の
統
一
　
（
合
手
さ
れ
た
）
意
思
に
よ
っ
て
の
み
処
分
で
き
る
・
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